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オーラルセッション ― 要約

代替肉を購入するのはどのような消費者か？
製品別購入要因の日米比較
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肉の消費増加による悪影響が懸念される中，持続可能でエシカルな選択肢の1つとして代替肉が期待されている。しかし市
場シェアはまだ非常に小さく，更なる普及のための方策が必要である。本研究の目的は，食文化の異なる日米において，消費者
が代替肉を購入するパターンを特定し，比較することである。オンライン調査にて収集されたデータを使って，代替肉 （植物肉・
培養肉・昆虫肉）の購入意欲の予測において重要な要因を特定し，それらの要因間の関係性を決定木によって分類することで，
代替肉を購入する可能性の高い消費者像を比較した。その結果，植物肉では味重視のグループの他に，日本では健康重視グ
ループ，米国では動物福祉重視のグループが確認され，培養肉では日米に共通して動物福祉重視グループと新食品に前向き
なグループが確認された。最も購入意欲の低い昆虫肉では，日米ともに味や健康面を評価する少数の消費者グループが発見
された。本研究は，代替肉購入につながる有望な複数の消費者セグメントを特定することで，プロモーション戦略の検討材料を
提供する。
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